
感染症の予防
～新型コロナウイルス感染症～

本資料の活用について

　本資料は，「改訂『生きる力』を育む中学校保健教育の手引」追
補版として作成したもので，中学校保健体育（保健分野）第３学年の
「感染症の予防」において新型コロナウイルス感染症を取り上げた指
導事例です。
　学習指導要領解説では，新型コロナウイルス感染症などの新興感
染症について，高等学校の科目保健における「現代の感染症とその
予防」の中で取り上げて学習することを想定していますが，今般の
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえ，指導の充実を図る
ことを考慮して作成したものです。
　また，保健の学習以外においても，日常の指導の中でも，本資料
に添付した参考資料などを用いて適切な指導が行われることを期待
しています。

令和２年３月

改訂「生きる力」を育む中学校保健教育の手引（追補版）
保健体育（保健分野）第３学年指導事例
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中学校保健体育（保健分野）第３学年「感染症の予防」指導（例）

第３学年「(1) 健康な生活と疾病の予防」

１．単元名「感染症の予防」（新型コロナウイルス感染症）
２．単元の目標
（１）感染症は，病原体が主な要因となって発生すること。また，感染症の多くは，発生源をなくすこと，

感染経路を遮断すること，主体の抵抗力を高めることによって予防できることを理解することができる
ようにする。

（２）感染症の予防について，課題を発見し，その解決に向けて思考し，判断するとともに，それらを
表現することができるようにする。

（３）�感染症の予防について，関心をもち，学習活動に意欲的に取り組もうとすることができるようにする。
�

３．単元について
病原体が主な要因となって起こる病気の予防については，小学校体育科保健領域で学習している。

それらを踏まえて，ここでは，病原体が主な要因となって発生する感染症，発生源，感染経路，主
体への対策による感染症予防について理解できるようにする必要がある。また，感染症の予防に関
する課題を発見し，その解決に向けて思考し判断するとともに，それらを表現することができるよ
うにすることが必要である。
本単元では，感染症の予防について理解させることにより，生涯を通じて感染症の予防に必要な

ことを考えることができるようにしていきたい。

４．単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

単
元
の
評
価
規
準

①感染症は，病原体が環境を通じて主体へ感
染することで起こる疾病であり，適切な対
策を講ずることにより感染のリスクを軽減
すること，また，自然環境，社会環境，主
体の抵抗力や栄養状態などの条件が相互に
複雑に関係する中で，病原体が身体に侵入
し発病することについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。

②感染症を予防するには，発生源をなくすこ
と，感染経路を遮断すること，主体の抵抗
力を高めることが有効であること，また，
感染症にかかった場合は，疾病から回復す
ることはもちろん，周囲に感染を広げない
ためにも，できるだけ早く適切な治療を受
けることが重要であることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。

③エイズ及び性感染症の疾病概念や感染経路，
感染のリスクを軽減する効果的な予防方法
を身に付ける必要があることについて，理
解したことを言ったり書いたりしている。

①感染症の予防について，
習得した知識を自他の
生活に適用したり，応
用したりして，疾病等
に係るリスクを軽減し
健康を保持増進する方
法を選択している。

②性感染症の予防につい
て，習得した知識を自
他の生活と関連付け，
疾病等にかかるリスク
を軽減する方法を選択
しているとともにそれ
らを他者に伝えている。

①感染症の予防について，
課題の解決に向けた学習に
自主的に取り組もうとして
いる。
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５．指導と評価の計画（４時間）

ねらい・学習活動 重
点 評価方法

１　

感
染
症

感染症は，病原体が主な要因となって発生
することについて理解することができるよう
にする。
１．インフルエンザに感染する原因について

考える。
２．学習のねらいを知る。
３．国によって流行する感染症が違うことに

ついて考える。
４．病原体の種類ごとの感染経路を調べる。
５．本時の学習のまとめをする。

　
　
　
　
　
　

      　
　

     

知 

①

（学習活動４）
感染症は，病原体が環境を通じて主体へ感染
することで起こる疾病であり，適切な対策を
講ずることにより感染のリスクを軽減するこ
と。また，自然環境，社会環境，主体の抵抗
力や栄養状態などの条件が相互に複雑に関係
する中で，病原体が身体に侵入し発病するこ
とについて，言ったり，書き出したりしてい
る状況を【観察・ワークシート】で捉える。

〈知－①〉

２　

感
染
症
の
予
防
（
本
時
）

感染症の多くは発生源をなくすこと，感染
経路を遮断すること，主体の抵抗力を高める
ことによって予防できることについて理解で
きるようにする。
１．新型コロナウイルス感染症が流行したと

きのことを想起する。
２．学習のねらいを知る。
３．新型コロナウイルス感染症を取り上げ，

感染がどのように拡大したか知る。
４．新型コロナウイルス感染症の予防方法に

ついて考える。
５．感染症にかかった場合の対応を考える。
６．本時の学習のまとめをする。

                 

思　

①　
　
　

知　

②

（学習活動４）
感染症の予防について，習得した知識を自他
の生活に適用したり，応用したりして，疾病
等に係るリスクを軽減し健康を保持増進する
方法を選択している状況について【観察・ワ
ークシート】で捉える。〈思－①〉

（学習活動４）
感染症を予防するには，発生源をなくすこ
と，感染経路を遮断すること，主体の抵抗力
を高めることが有効であること，また，り患
した場合は，回復することはもちろん，早く
適切な治療を受けることが重要であることに
ついて，理解したことを言ったり書いたりし
ている状況を【ワークシート】で捉える。

〈知－②〉

３　

性
感
染
症
の
予
防

性感染症の疾病概念や感染経路や，感染の
リスクを軽減する効果的な予防方法を身に付
ける必要があることについて理解できるよう
にする。
１．性感染症報告数のグラフを見て気付いた

ことを発表する。
２．学習のねらいを知る。
３．性感染症の疾病概念や種類を知る。
４．性感染症を予防したり，広がりを防いだ

りする方法を考える。
５．本時の学習のまとめをする。

                              

知 

③  

思 

①

（学習活動３）
性感染症の疾病概念や感染経路，感染のリス
クを軽減する効果的な予防方法を身に付ける
必要があることについて，理解したことを言
ったり書き出したりしている状況を【ワーク
シート】で捉える。〈知－③〉

（学習活動４）
感染症の予防について，習得した知識を自他
の生活に適用したり，応用したりして，疾病
等に係るリスクを軽減し健康を保持増進する
方法を選択している状況について【観察・ワ
ークシート】で捉える。〈思－①〉

4　

エ
イ
ズ
の
予
防

エイズの疾病概念や感染経路や，感染のリ
スクを軽減する効果的な予防方法を身に付け
る必要があることについて理解できるように
する。
１．病気の特徴から病名を考える。
２．学習のねらいを知る。
３．HIV の感染経路から，予防方法を考える。
４．自分が感染しない方法を考える。
５．本時の学習のまとめをする。

                 

能 

①  　

  

知 

③

（学習活動３）
感染症の予防について，課題の解決に向けた
学習活動に自主的に取り組もうとしている状
況を【観察】で捉える。〈態－①〉

（学習活動５）
エイズの疾病概念や感染経路や，感染のリス
クを軽減する効果的な予防方法を身に付ける
必要があることについて，言ったり書き出し
たりしている状況を【ワークシート】で捉え
る。〈知－②〉
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６．展開例（２／４時間）
（１）感染症の予防
（２）本時の目標
　・感染症の多くは発生源をなくすこと，感染経路を遮断すること，主体の抵抗力を高めることに
よって予防できること，また，感染症にかかった場合は，疾病から回復することはもちろん，
周囲に感染を広げないためにも，できるだけ早く適切な治療を受けることが重要であることに
ついて理解できるようにする。 

　・感染症の予防について，習得した知識を自他の生活に適用したり応用したりして，疾病等に係
るリスクを軽減し健康を保持増進する方法を選択することができるようにする。

（３）展開　 ：ねらい　 ：学習内容　 ：発問・指示など

時間 主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点　◆評価

導
入
10
分

１．新型コロナウイルス感染症が流行した時
のことを想起する。

○既習の感染症予防対策を確認する。【資料１】
○感染を疑い差別的な扱いを受けた例を示す。

【資料２】

（発問）
・このような差別や偏見はなぜ起こるのでしょう？　

また，どうすれば防げるでしょう。

＜予想される反応＞
・病気のことを科学的に理解していないから。
・病気に対する不安があるから。

○小学校の学習内容が想起できるよう，対
策のポイントを示す。

○感染者等への差別や偏見の例を示す。
○新型コロナウイルス感染症が蔓延し，社

会問題になった時の資料や新聞記事を示
し，想起させる。

正しい知識があれば，差別や偏見
をなくすことができることを強調
し，学習意欲を高めましょう。

展
開
20
分

２．学習のねらいを知る。

感染症を予防するにはどうしたらよいか考えよう。

３．新型コロナウイルス感染症を取り上げ，
感染がどのように拡大したか知る。

　　　　　　　　　　　【資料３，資料４】
　・世界の感染状況　・国内での感染状況
　・症状　・発生源　・感染の範囲
　・潜伏期間　・感染経路　　など
４．新型コロナウイルス感染症の予防方法に

ついて考える。
　感染症の多くは，発生源をなくすこと，感染
経路を遮断すること，主体の抵抗力を高めるこ
とによって予防できること。

（発問）
・新型コロナウイルス感染症はどうしたら予防でき

るでしょうか？

＜学習形態＞
・グループでの話合い（４人程度）
・一斉学習での情報共有
＜予想される意見＞
・消毒や殺菌などにより発生源をなくす。
・周囲の環境を衛生的に保つ。

○学習課題を提示し，本時のねらいを押さえる。

○これまで世界で流行した感染症を示し，
それらを乗り越えてきたことを理解させ
る。

○新型コロナウイルスの感染状況の分布を
示し，感染拡大のイメージがもてるよう
にする。

○前時に学習した感染症の疾病概念や感染
経路などに関する知識を想起するような
資料を提示する。

グルーピングや雰囲気づくりを工夫
し，個々の意見を大切にしながら，
活発な話合い活動を促し，より多
くの意見を引き出しましょう。

○ICT等を活用し，情報を収集した上で，
活用が可能なものを選択するよう助言す
る。

　(厚生労働省HP，国立感染症研究所HPなど）
○インターネット等の情報の中から，正し

い情報を精選して活用することが大切で
あることを助言する。【参考資料参照】
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・うがい，手洗いなど感染経路を遮断する。
・バランスのよい食事や十分な睡眠をとるなど身

体の抵抗力を高める。
５．感染症にかかった場合の対応を考える。

　感染症にかかった場合は，疾病から回復する
ことはもちろん，周囲に感染を広げないために
も，できるだけ早く適切な治療を受けることが
重要であること。

（発問）
・感染症にかかってしまった場合，どのような

ことに注意したらよいでしょう。

＜学習形態＞
・個人で考えをまとめる
・グループでの話合い（４人程度）

＜予想される反応＞
○感染を広げないようにする。
　・人が集まる場所に行かない。
　・マスクを着用する。
　・症状が軽くなっても出歩かない。
　・小さな子供や高齢者がいる場合には，特

に配慮する。
○疾病からの回復に努める。
　・早めに医療機関を受診する。
　・栄養を摂り，ゆっくり休む。

○「感染源の排除」，「感染経路の遮断」，「抵
抗力を高める」の三原則に基づき整理する
よう助言する。

○感染症の予防について正しい知識を身に
付け，判断することが大切であることを
伝える。

予防に注意していても，感染症に
り患してしまうことがあるので，
その時に適切な行動をとることが
大切であることを伝えましょう。

○科学的根拠に基づき考えられるよう，提
示資料等を工夫する。

○感染症にり患してしまっても，その後の
対応によって早期に回復したり，感染の
拡大を防いだりすることができることを
伝える。

◆【思考・判断・表現】　学習活動４・５
　感染症の予防について，習得した知識を自他
の生活に適用したり，応用したりして，疾病等
に係るリスクを軽減し，健康を保持増進する方
法を考えている。　（観察・学習カード）

ま
と
め
８
分

６．本時の学習のまとめをする

（指示）
・本時の学習を振り返り，分かったことや考え

たことを書きましょう。

○各自，学習カードに記入する。

○学習カードに記入した内容を発表する。

○本時を振り返るとともに，教師のまとめの
話を聞く。【資料５】

○学習カードの記入に当たっては，前時及
び本時に身に付けた知識を活用して記述
するよう助言する。

○無用に恐れる病気ではないことや，今後
の生活に希望がもてるメッセージを伝え
るなど配慮する。

新型コロナウイルス感染症をはじ
めとする感染症の中には，未だ感
染源や感染経路などがはっきりし
ていないものもあるため，その時
点の最新の知見に基づき指導する
ことに配慮しましょう。

どのような行動をとるべきか考え
る際に，その理由も述べられるよ
うにすることが大切であることを
伝えましょう。
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（４）学習カード（例）

感染症の予防（新型コロナウイルス感染症）

　年　　組　氏名　　　　　　　　　　　　

本時のねらい　：　感染症を予防するにはどうしたらよいか考えよう。

問　このような差別や偏見はなぜ起こるのでしょう？　また，どうすれば防げるでしょう。

問　新型コロナウイルス感染症はどうしたら予防できるでしょうか？

【グループの考え】

【学級全体の考え】

問　感染症にかかってしまった場合，どのようなことに注意したらよいでしょう。

【個人の考え】

【グループの考え】

問　本時の学習を振り返り，感染症を予防するためにはどうしたらよいかまとめよう。
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７．他教科等との関連
　（１）特別活動との関連
　本単元では，感染症の予防について課題を発見し，その解決方法を考え，適切な方法を選択し，
それらを伝え合うことのできる学習活動を展開することで，現在及び将来の生活における感染症
の予防に関する内容について理解を深め，自己の生活を適切に管理し改善していく思考力，判断
力，表現力等の資質・能力を育成することがねらいである。特に，感染症を予防する際ポイント
となる「感染源の排除」「感染経路の遮断」「抵抗力を高める」ことについて科学的に理解するこ
とを目指している。
本時の学習を踏まえ，本単元は，学級活動の内容（２）「エ　心身ともに健康で安全な生活態

度や習慣の形成」等と関連を図ることができる。例えば，感染症を予防するための方法について，
養護教諭や学校医などとの連携により，具体的な行動につながる課題学習により，保健での学び
を深めていくことが考えられる。

　（２）総合的な学習の時間との関連
　総合的な学習の時間において，「健康」に関する現代的な諸課題に対応するために，探究的な
活動に主体的・協働的に取り組み，互いの良さを生かしながら積極的に社会に参画する態度を育
むことが考えられる。
感染症は世界的な健康課題の一つである。そのため，今回取り扱った新型コロナウイルス感染

症への対応を基に，世界に目を向け，世界の「福祉・健康」について関心を高め，探求的な学習
につなげることが可能である。

【参考資料】　※日常の指導の中で，参考資料などを用いて適切な指導を行ってください。

感染症の予防と対応
　　感染症予防の三原則は，「感染源の排除」「感染経路の遮断」「抵抗力を高める」である。
ア  「感染源の排除」とは，患者の隔離，汚染源の排除，消毒などにより感染源となるものを除去するこ

とである。学校においては，流行情報の把握や健康観察等による感染症の兆候の早期発見，早期治
療勧告，有症者の管理，汚染物の適切な処理などにより感染源となるものを遠ざけることである。

イ  「感染経路の遮断」とは，日頃から，手洗い※1や咳エチケット※2，換気，食品の衛生管理などを
徹底させ，体内に感染源（病原体）を入れないようにすることである。

ウ  「抵抗力を高める」とは，バランスがとれた食事，適度な運動，規則正しい生活習慣を身に付けたり，
予防接種を受けるなどして免疫力を高めることである。

※1　手洗い

出典：首相官邸HP

正しい手の洗い方
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【新型コロナウイルス感染症に関する参考資料】
　○新型コロナウイルス感染症に備えて
　　～一人ひとりができる対策を知っておこう～（首相官邸・厚生労働省）
　　（https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html）
　○感染症対策�（首相官邸・厚生労働省）　　　　�　�○新型コロナウイルス感染症Q&A
　　���������������������������������������������������������������������（首相官邸・厚生労働省）
https://www.kantei.go.jp/jp/content/000059534.pdf�　　https://www.kantei.go.jp/jp/content/000060227.pdf

　�○感染症対策　　　　　　　　　　����������������　�〇学校において予防すべき感染症の解説
�������（首相官邸）��������　　　　　　���������������������　���（日本学校保健会平成30�年3�月）
https://www.kantei.go.jp/jp/content/000058988.pdf�　　https://www.kantei.go.jp/jp/content/000058988.pdf

　※2　咳エチケット
　咳やくしゃみをする場合，ハンカチ，タオル，ティッシュ等で口を覆い，飛沫を周りの人に浴びせさ
せないようにする。ハンカチ，ティッシュ等がない場合は，手のひらでなく，肘の内側で口を覆う。

出典：首相官邸HP
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○○

新しい学習指導要領単元名「感染症の予防」
（新型コロナウィルス感染症）

中学校 第３学年「(1) 健康な生活と疾病の予防」

国立感染症研究所が撮影した新型コロナウイルスの電子顕微鏡写真

かけがえのない自分、かけがえのない健康（文部科学省平成３０年度版）【中学生用】Ｐ３５を一部改編

資料１ 感染症を予防する方法ってあるの？
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2

新型コロナウィルス感染症の流行に係る差別や偏見

感染者が多い国やその国の
方々への誹謗中傷やSNS等
での心無い書き込み

海外から帰国された方や海
外での日本人等に対する不
当な偏見や差別、いじめ

感染者やその家族、対応し
ている医療関係者等への不
当な偏見や差別、いじめ

感染者が出た施設に対して、
その施設の使用禁止などの
風評をSNS等に書き込み

誤った情報や認識、不確かな情報に惑わされた言動例

正確な情報や科学的根拠に基づいた行動が必要

資料２

感染症っていつごろからあったの？

かけがえのない自分、かけがえのない健康（文部科学省平成３０年度版）【中学生用】Ｐ３４を一部改編

資料３

新型コロナウイルスの発生
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資料４

WH0 HPより https://www.who.int/docs/default-source/coronaviruse/situation-reports/20200308

新型コロナウイルス感染症分布の状況（2020.3.8現在）

感染症を予防する方法ってあるの？

かけがえのない自分、かけがえのない健康（文部科学省平成３０年度版）【中学生用】Ｐ３５を一部改編

資料５

感染症を成立させる条件としては感染源（病原体）、感染経路、人（主体）の三つをあげることができます。
このうちどれかをＳＴＯＰすることにより、感染症を予防することができます。
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本時の学習を振り返り、分かったことや考えたことを書きましょう。

○感染症を予防するための三原則を思い出
しましょう。

○感染してしまったとき、感染を拡大させな
いためにどのような行動をとればよいでしょ
う。

○感染症に関する差別や偏見をなくすため
にはどうしたらよいか考えましょう。


